
鳥 取 県 福 祉 相 談 セ ン タ ー だ よ り 
福祉相談センターは、中央児童相談所と婦人相談所、東部知的障害者更生相談所を統合した機関です。  

 

 

 

 

虐待かも？と思ったら「通告」しましょう！ 

通告は私たちの責任です！ 

〇児童虐待防止法ができて、通告は確実に増えています。 

国民には、虐待を受けたと思われる児童を発見した場合には、市町村や児童相談所などに通告をする義務があります

（「児童虐待の防止等に関する法律」第６条）。 

   
資料:児童相談所における児童虐待対応件数の推移（全国）  資料:鳥取県内における虐待通告件数と対応件数の推移 

 

「虐待かも・・・と思ったら」がポイント！！ 

確証がない、実際に見ていないなど、本当に虐待かどうかわからないケースもあります。 

しかし、「虐待かも・・・」と少しでも思ったのであれば、その親子に対してあなた自身が何かしらの心配を感じたというこ

とです。それを無かったことにしないでください。 

例えば・・・ 

〇怒鳴りつけるような大人の声や毎日数時間泣いている子どもの声が聞こえてくる時 

〇裸足や薄着でベランダや玄関前にいる子どもの姿を見た時 

・・・こんな状況が身近で起きたら 

 

児童相談所             いち はや く 

虐待対応ダイヤル  ☎１８９番へ 
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例年、啓発物の配布をメインに街頭キャンペーンを実施してきましたが、今年度はコロナ環境を考慮し、新しい試みとし

て、パネル展示をメインにしたキャンペーンを実施しました！！ 

 

鳥取県福祉相談センター 

福祉相談センター正面玄関を入ってすぐのフロアで「女性に対する暴力をなくす運動」と「児童虐待防止」に関す

るパネル展示を行いました。現在も展示を継続中ですので、お近くへお越しの際はぜひお立ち寄りください。 

 

 

 

 

 

鳥取県立図書館 

こちらは初の試みである鳥取県立図書館とのコラボで、『ストッ

プ！ＤＶ なくそう！児童虐待』をテーマとしたパネル展示を行い

ました。この内容はメディアにも取り上げられ、R2.11.21 掲載の山

陰中央新聞の記事では「県立図書館ではパネルに加え関連書籍も

並べて、啓発している。・・・同意のない性的な行為は暴力にあたるこ

とや、ＤＶが犯罪だと紹介するパネルもある。（一部抜粋）」等と紹介

されました。 

また、各市町の図書館でも啓発グッズの配架などもしていただ

き、新しい形での啓発活動をすることができました。 

各機関のみなさま、ご協力大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

毎年１１月１２日～２５日は 

「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。 

毎年１１月は「児童虐待防止推進月間」です。 

 

Ｒ２年１０月２日より、ＤＶ相談

ナビの短縮ダイヤル「＃８００８

（はれれば）」が導入されました。 

「観賞用トウガラシ」

はシンボルツリー？！ 

最初はパープルの実が

徐々にオレンジになる

のです！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一時保護所の取り組み  

 

 
一時保護所では、子どもたちが安心して、規則正しい生活を送ることができるよう、日課を設定し

ていますが、勉強や運動、制作など決まった日課以外にも、季節を感じられるイベントを取り入れる
など、様々な体験ができるよう工夫しています。 

ハロウィンが近づくと、まずはかぼちゃをくり抜いてジャックオランタンを制作しました。誰もが初
めての経験です。インターネットでやり方を検索し、お玉やスプーン、最終的には手を使って、中の種
やワタをかき出しました。子どもが真剣な顔でかぼちゃにナイフを入れている姿が印象的でした。ま
た、仮装用の衣装や小道具も手作りしました。工作が大好きな子どもは、次から次へとアイデアが
浮かび、ステキな衣装が完成していました。 

当日は子どもも職員も仮装して、ゲームをしました。みんなが仮面などのかぶり物をしているの
で、視界が狭い中で行う卓球大会はとても盛り上がりました。子どもたちのリクエストで作ったチー
ズケーキも、とっても上手に焼き上がり、大満足の一日となりました。 

職員もノリノリです！ 

 

夜
に
な
る
と
光
る
よ
～ 

 

現在、一時保護所でも新型コロナウイルス対策として、所内の消毒と換気を毎日徹底して行って
います。みんなで共同生活を送る場所です。「手洗いしよう」、「マスクをつけよう」、「ソーシャルディ
スタンスは大事だよ」等、繰り返し伝えています。 

窮屈な毎日ですが、少しでも居心地よく過ごせるよう、流行りの漫画やカードゲームなどを置いて
います。『鬼滅の刃』は漫画も読めますが、好きな子どもたちにとってはアイロンビーズ制作も人気
の一つです。見本を見ながら誰を作るか悩むのもまた、楽しかったりしますよね。それから、最近保護
所で再燃しているのが『ブロックス』というボードゲームです。保護所に昔からある物で、ピースが折
れてテープで補強したり、紛失したため紙で手作りしてあるピースがあったり、なかなかの年代物で
はありますが、ルールがシンプルでわかりやすく、子どもも大人も真剣勝負を繰り広げています。 

外出できないということは、家の中で子どもとじっくり向き合う時間が取れるということでもあると
思います。ぜひこの機会に、ご家庭でも面白い遊びを見つけて、子どもたちと一緒に遊びながらコミ
ュニケーションを図ってはいかがでしょうか。 

【全巻揃っています】 

【アイロンビーズ作品】 コレは、演技力が試されます！ 

『ラミキューブ』も 
おすすめ☆ 



 
                                     
 

 

コロナが世界中で広まり始めてからもう 1 年以上が経ちました。3 密を避けることや、マスクの着用、働き方の変化、今

までできていたことへの行動制限など、今までとは違う新しい生活様式を求められるようになり、その変化にすんなりと

適応できた方、無理やり適応しなくてはいけなかった方、適応できず置いてきぼりな気持ちになっている方など様々な状

況の中、日々を過ごされていることかと思います。 

 

このような抑圧された状況が長く続くと、私たちのこころと体にはストレスがかかり続け、そのことで様々な影響が現れ

る場合もあります。ストレスが単発な場合は時間とともに自然と回復していくものですが、今のような状況ではそれも難し

い場合があります。そうであればこそ、自分のこころと体の状態を冷静に把握し、それに対処する方法を知っておくことは

大切なことです。 

 

 

・些細なことでイライラする、他人を責める       ・必要以上に悪いことを考えて落ち着かなくなる 

・漠然とした不安や言いようのない怒りを感じる   ・必要以上頑張らないといけないと感じる 

・集中力がなくなり、やる気が出ない           ・感情が湧きにくくなったり、他人事のように感じる 

・孤独や寂しさを感じる                                           などなど 

 

 

・不眠                        ・頭痛、下痢や便秘 

・眠りが浅く、何度も目が覚める     ・その他、体が不調ではないかと気になる 

・食欲減退あるいは過食 

・動悸、手の震え、発汗                                           などなど 

 

 

・情報と適切に距離を保ちましょう 

－多すぎる情報は必要以上の不安を引き起こします。 

時間を決める、SNS に頼りすぎない、寝る前に見ないなどの工夫も。      

・大切な人とのコミュニケーションを大切にしましょう 

 －電話、SNS、ビデオコールなどで繋がりを維持しましょう。また、この機会に直接会って話せる家族との時間を大切に

できるよう見直しましょう。子どもからの甘えは大切なメッセージなので余裕を持って関わりましょう。 

・生活リズムを整え、気分転換を忘れずに 

 －自分のルーティンを大切にして、身だしなみを整え、 

生活習慣が大きく崩れないよう意識しましょう。 

部屋の中でも読書や運動など、好きなことをする時間を取り、リラックスする時間を作りましょう。 

 

 

コロナの問題の難しいところは、報道されていることに加え、”人と人との関わりの分断”と”いつまで続くかわからな

い”というところにあると思います。このことで人は疲弊します。ただ、この中ではっきりと思うことは、ここに至って逆説的

に浮き上がる『人と人との繋がりの大切さ』。つくづく人とは集団の動物なのだと思い知らされました。こういう時代だか

らこそ、身近な人との関係をもう一度考えてみるよい機会となるのではないでしょうか。 

＊・＊・・コロナばかりの今だからこそ、こころの健康に気をつけよう・・＊・＊・ 

＜こころの変化の注意ポイント＞ 

＜体の変化の注意ポイント＞ 

＜対処のヒント＞ 

＜結び＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 
＊ 

＊ ＊ 

＊・＊石破茂代議士が来所されました。＊・＊ 

【発行】令和 3 年 2 月 

鳥取県福祉相談センター  鳥取市江津 318-1 

TEL:0857-23-1031  FAX:0857-21-3025  メール：fukushisodan@pref.tottori.lg.jp 

令和２年１２月１１日（金）、石破代議士が福祉相談センターに来所されました。 

石破代議士は以前から来所を希望されていたのですが、コロナ禍・公務等で延期になっており、今回、念

願の来所となられました。 

児童虐待や DV 被害の現状や課題などについて熱心な意見交換が行われ、終了時刻は当初の予定時刻

を過ぎていました。 

    


